













































































































「ひきこもり」という自己定義は「コミュニティへの参与」の条件である（石川 2007 : 116-8,
122-3）。著者はこのような議論を踏まえて、「ひきこもり」カテゴリーとの出会いと引き受け
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語化されない「混沌の語り」である（Frank 1995＝2002 : 139-41）。
５）ストーリーラインから逸脱してしまった「いま」のほうを軌道修正し、元の人生の物語の筋書きに位
置づけ直そうとするとき、その人は「回復の語り」の語り手になる（Frank 1995＝2002 : 114-6）。
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補論Ⅳ「「生きることへの意思」再考──実践意識と言説意識の区別から」では、経験者が
「自分の生を肯定し、納得する」プロセスを「実存的疑問」に向き合って「内省」する、ある
いは「内面を掘り下げ」る過程として捉える石川の議論（石川 2007 : 29, 32，第 8章）に対し
て疑問を提示し、「生きることへの意思」を得るプロセスを経験者へのインタビューをもとに
再考する。石川は、「「未来の」感覚」とは「存在論的安心」に基づくルーティーンの感覚だと
する Giddens の見解（Giddens 1991＝2005）をふまえ、経験者が存在論的安心を回復するため
に「真正面から〈実存的疑問〉に取り組むというアプローチ」（石川 2007 : 224）、すなわち
「どうすれば納得いく形で生きていけるのかを考え抜く」「内面での作業」（石川 2007 : 29）が
重要なのだと主張する。つまり、「自分の経験や思いを言語化する」ことで、経験者は「実存




































































































































６）上山和樹ブログ「Freezing Point」2006年 1月 17日の記事より（https : //technique.hateblo.jp/entry/
20060117/p2）（2020年 8月 10日取得）
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学習し、自己呈示の仕方を変えることで、状況への参加が容易になることも指摘されている
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